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1.　はじめに

全国の大学において，自己点検や自己評価が盛ん

に行われており，組織的な教育の内容や方法の改善

（ファカルティ・ディベロップメント；FD）への関心

も高まっている．しかし，高等教育において教育研究

を進める場合，「授業の内容が異なり自分の授業との

つながりが見えない」，「授業に直接役立つノウハウで

なく，大学の授業とは何かといった原理的な問題が扱

われるので二の足を踏む」という意見が大学教員の間

に根強くあり，心理的な抵抗感は存在する．

読売新聞が実施した「大学の実力」 調査（2008）

においても，「個々の教員が他の教員の領域や教育方

法に踏み込みにくい，踏み込まない風土がある」と回

答した大学が 70％にも上る．加えて，FD の阻害要因

を「FD の推進方法や成果把握の手法が未成熟」と指

摘した大学が 60％，「FD 推進のリーダーや専門家が

いない」とした大学が 40％と続く（1）．

長い間，聖域と考えられてきた大学の教育改善に

は，画一的な教授法を提案するだけでは受け入れられ

にくい（2）．むしろ，自らの経験や勘に頼って行われ

ている「授業実践」から他者にも有効に利用できる要

素は何かを検討していくこと，個別の事例から得られ

た知見が，他のどのような場合に適用可能かを検討し

て理論化していくことが必要とされている（3）．つま

り，他の領域でも適用が可能な教育技術の改善・開発

を「研究的な視点」から実践していく体制づくりが求

められている．

2.　教育改善のための授業観察の実践

本研究では，授業観察者が授業風景の収録を行いな

がら，その授業のコメントを記録できるシステム（FD 

Commons）（4）を開発し，それを利用した授業観察プ

ロジェクト（5）〜（7）を進めてきた．

図 1 に示すように， 2008 年から 2010 年まで教育
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図 1　授業観察システム（FD Commons）による授業観察
の実践




